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1　はじめに
　昭和24年1月1日から，現行少年法が施行されてこのかた，政府は少年非行の実態を統計資
料として毎年公表してきた。その量的推移や罪質の理解につき，その年々でコメントも一様で
はないが，量的に大きな増加がみられる年や，世間を虻田させるような事件があった年には，
少年非行の深刻さを強調する論調が発達したメディアによって大々的に報道されてきたという
経緯がある。
　少年非行の問題性は，むろん健全かつ平穏な社会が少年による無軌道な行動により脅かされ
る危険性にあり，社会平和の実現の観点から考察されるべきものである。その一方で，少年自
身の立場からは，不幸にして非行少年という特異な場におかれた状態で少年の将来的展望をど
う考慮すべきかの問題が生じることになる。この問題に対応すべく現行少年法が登場したとす
る理解には共通するものがあるが，ただ，理解の内容の程度については一様であるわけではな
い。すなわち，大別して，少年非行を社会防衛的視点を重視し少年法を理解すべきものとする
立場と少年のこの先の長い人生を考慮し，少年の健全育成をめざすことに比重をおいた理解の
仕方とにである。この対立の構図は，少年法改正の論議の中で明確化してきたがこれに対する
一応の決着が2001年4月より施行の改正少年法とみることができる〔1）。本稿は，少年法を論ず
ることを本旨とするものではなく，少年法改正論議は，たえず政府公表の統計資料を巡って展
開されてきた経緯がある。これまでに展開されてきた論議を整理する中で，少年非行の原因と
して必ず取り上げられてきた，家庭のあり方につき時代背景等との関係から検討し，現在の問
題に検討を加えるものである。
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2　最近の少年非行概要と特質
　最新の政府刊行物の平成14年版r青少年白書』によれば，刑法犯で検挙された少年は13万
8，654人で，前年比6，318人増（4．8％増），人口比（同年齢層の人口千人当りの検挙人員）で
16．0（1．1増）となっている。また，刑法犯総検挙人員に占める少年の割合は，42．6％で，前年
比0．1ポイントの減少であった②。図一1は，刑法犯で検挙された人員，人口比の推移について
みたものである。少年非行の量的な推移について理解しやすい図として毎年上げられてきたも
ので，これから明らかなようにこれまで4つのピークがみられる〔3）。この図でみる限り，平成
10年をピークとする波が下方修正へと大きく変化する兆しは認められない。現状は，第4の
ピークを維持していると理解しておくべきものと思われる。ただ，量的な増加が少年非行問題
の深刻化と直結すると理解すべきでないことは，これまで既に指摘してきたところである④。
いずれにせよ，量的増加が社会的危機を煽る数字として活用されることは，徒らに社会不安を
かきたてるだけにしかすぎず，ことの本質を見誤らせることにもなりかねないことに留意すべ
きである。ただ，少年の側からみて非行少年というレッテルを貼られることによる不利益を考
慮すれば，量的増加傾向を大きな問題ではないとすることが適切でないことはいうまでもな
い。
　　　　　　　図一1　刑法犯少年検挙人員・人口比の推移（昭和24年～平成！3年）
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　（注）1　検挙人員とは，交通直読を除く刑法犯（ただし，昭和40年以前は盗品等に関する罪，住居侵入等
　　　も除く。）で検挙した14歳から19歳までの少年をいう。
　　　2　人口比とは，！4歳から19歳までの少年人口1，000人当たりの検挙人員をいう。
　　　平成14年版r青少年白書』66頁より転載
　図一2は，刑法犯少年として検挙された少年のうち，初発型非行で検挙されたとされる者の
平成4年から平成13年にかけての推移につき示したものである。これから明らかなように，刑
法犯少年の検挙と初発型非行とがその増減につきほぼ一致していることがわかる。
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図一2　刑法犯少年のうち初発型非行で検挙された者の推移
　　　　　　　　（平成4年～平成13年）
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　　　　　　　　　　　　　平成14年版『青少年白書』67頁より転載
　図一3は，平成！3年につき刑法犯少年の包括罪種別にみたものである（5）。最も多いのが窃盗
犯で全体の58．6％を占め，そのうち初発型非行とされる万引き，自転車盗，オートバイ盗で窃
盗全体の約83％を占める計算になる。次に多いのがやはり初発型非行とされている占有離脱物
横領で22．3％，平成13年に刑法犯として検挙された少年のうち，初発型とされる罪で検挙され
た少年は，全体の70．6％を占めていることがわかる。この数字は，平成2年の70．9％（6｝，平成8
年の73．9％（7）と同水準にあると理解することができる。
　　　　　　　　　　図一3　刑法犯少年の包括罪種別検挙状況（平成13年）
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　　　　　　　　　　　　平成14年版『青少年白書』67頁より転載
図一4は，平成4年から平成13年にかけての凶悪犯として検挙された少年と強盗犯として検
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挙された少年及び粗暴犯で検挙された少年についての推移を表したものである。図をみる限り
では，平成9年に強盗犯と凶悪犯が大巾に増えその水準を平成13年まで保っていることにな
る。凶悪犯とされるのは，警察庁の理解として，殺人，強盗，放火及び強姦とされているが，
ここでは何故に凶悪犯とは別に強盗犯を表すことにしたのかが問われなければなるまい。思う
に，20世紀後半になって，少年達の集団による非行，おやじ狩り，オバン狩り，ケラッチョ狩
りなどの呼称に代表される強盗の被害がマス・メディアを通して流され，それが問題視される
ようになった流れの中で，強盗犯の増加を特に意識しての分類ということではないかというこ
とである。すなわち，強盗という犯罪は，構成要件を構成するに際して，強盗罪に隣接する犯
罪の恐喝罪や脅迫罪と紙一重の関係にあり捜査当局の対応如何が罪種を決定する際の大きな
ファクターになりえるということである。筆者は，先に警察官僚の手になる2本の論文につき
検討した経緯がある。この論文からは，平成8年から平成9年にかけ，その理由，背景となる
ことには言及されないまま凶悪化が主張されたものだった。しかし，凶悪化の比較の実体が不
明のままでは，ただ危機感を煽っているだけのことにしか思えず，論者が憂慮しているような
増加傾向が続くとも思えぬ旨の批判をしておいた⑧。図一4は，たしかに，平成9年は前年よ
り大巾な増加といえるが，その後は殆ど平行線を辿っており，図一3からでも明らかなよう
に，凶悪犯として検挙された少年は，全刑法犯のうちの1．5％にすぎず，相も変らず一部の論者
のいう凶悪犯罪が目立つとの主張は，事件報道がセンセーショナルである故の現象にすぎず，
少年非行の問題の本質は，凶悪犯罪にあるとする見解に与するべきではあるまい⑨。凶悪犯罪
は，1997年に発生した神戸での児童殺傷事件や栃木県の黒磯北中の女性教師が1年の男子生徒
のバタフライナイフによる刺殺されるという事件は，加害者が少年である上に，行動の異常
　　　　　　　図一4　凶悪犯及び粗暴犯の検挙人員の推移（平成4年～平成13年）
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（注）　（）内は，平成4年を100とした指数である。
　　　　　　　　　　　　平成14年版『青少年白書』72頁より転載
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さ，非常さ等からマス・メディアの恰好の材料とされ，それが増幅された形で社会に流される
ことで，世間一般の理解が事の本質を見誤らぜることに繋がったことは，少年法改正の一連の
動きの中で既に証明済みのことではある。
　ここに提示した限られた資料からだけでも，少年非行の問題の本質の一部を垣間見ることが
できるものと思われる。図一2，図一3で明らかにされたように，過去，現在を通して少年非
行の中心は，万引き，オートバイ盗，自転車盗，占有離脱物横領のいわゆる「初発型非行」で
あると理解することができる。この初発型非行の名称についてその由来を検討し，現代の少年
非行問題の核心を確認しておきたい。
　図一1でみられるように，平成13年までに4つのピークがあるが，昭和40年前後をピークと
する少年非行の増加は，原因を高度経済成長政策の遂行による大量生産，大量消費というこれ
まで経験しなかった事態の出現によって，消費を美徳とする風潮に代表されるように，物を大
切にするという観念を喪失させ，万引きをはじめとする，罪悪感を意識しない軽微な非行を蔓
延させたことに求められる。このような風潮の下での少年非行を「遊び型」と付置づけていた
が，この用語が正式に公的統計資料に登場したのは，昭和46年1月に警察庁が発表した「少年
非行の概況」と称する中でのことである。そこでは，少年非行の形態を「遊び型」と「学習
型」に分類し，「遊び型」について，スーパーマーケヅトや商店での万引き，路上や駅前に止め
てあるオートバイや自転車盗のほか退屈しのぎや好奇心からのシンナー吸引などをいうとし，
犯行動機も単純かつ計画性の低い罪悪感に乏しい遊び半分に行った軽微な非行と位置づけた上
で，非行少年の多くは，ごく普通の家庭の子弟で，累犯で手口も悪質な上に計画的な「学習
型」非行とは対照的な，一過性の軽微な非行と説明していた暁この「遊び型」非行の用語は，
昭和57年版『警察白書』からは姿を消し，変って「初発型」非行という用語に改められること
になった。その背景として，量的増加を続ける少年非行は，非行は遊びみたいなもので，非行
軽視の風潮が原因となっているのではと思ってか，政府は名称を変更したものと考えられる。
この名称変更を機に，「初発型」非行は，凶悪粗暴な非行への契機であるかのような説明でもっ
て，幼少時からの規範意識の啓発活動や少年補導活動の活発化の必要性を訴え，事実，補導活
動を活発化させて行くことになった⑫。たとえば，当時の取締りサイドの「初発型」非行に対す
る姿勢として，以下の論文の中に端的に示されている。すなわち，時の警視庁の大谷好近は，
　「初期非行抑止対策」と題する論文で，年少少年の非行，特に中学生等は，グループ化しやす
く画歴性も強い儲ヵ・あるから，夢桁対策では初期の段階詰め唖要であるとの講の下
に，次のように提言している。初期非行対策にあたっての基本は，部内，部外のコンセンサス
づくりが欠かせないとして，実態を知らせて，一般的危機意識を高めることが重要だとして，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　その具体的要領を次の3点に分けて説明している。その1は，早期発見補導活動と再非行防
救国であ，，その、が，捕就演癒。・た旧記らミら，そ・て，…鍮意鋤鹸
浩動であるとした⑬。この説明で特筆すべき点として，規範意識の啓発活動の内容説明で・「各
　種広報媒体の活用をはじめ，区（市）民大会，地域座談会及び関係業者との連絡会議等を通じ
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て，非行の実態を訴え，地域住民の非行防止意識の高揚に務めるとともに，初期非行を軽視す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る風潮を是正し，規範意識の啓発に努める㈹。」（一線筆者）と述べていることである。ここ
に，当時の警察当局のそれまでの「遊び型」とされる軽微な非行を「初発型」と名称を変更す
ることで，増え続ける少年非行への危機感と取締りを強化して行く当局の姿勢がはっきりと示
されていたとみるべきだろう。
　従来の「遊び型」に代えて，「初発型」に名称を変更してまで取締りを強化しなければならな
かったその背景につき整理しておきたい。ここでの整理は，現代の少年非行の特質を探る上
で，不可欠の作業と思料されるからに他ならない。
　　「遊び型」非行なる用語が登場するのは先にみたように，昭和46年に出された統計を最初と
するが，その背景として，昭和40年頃から多くみられるようになった，フーテン，「シンナー」
遊び，暴走族という新しい形態の非行がみられるようになる㈲。これらは，高度経済成長の負
の部分として指摘されるが，反面，高度経済成長は，それまで経験の乏しかった余暇を享受し
うる環境を整えることにもなった。この余暇時間の増大は，その日その日を自由に過ごすとい
う「遊び」という言葉に代表されるような快楽志向的な生活が目標とされるような社会風潮を
生ぜしめ，それらの現象が「遊び型」非行と命名させるに至った大きな理由といえるのではな
いだろうか㈹。いずれにせよ，この時代は，それまでの少年非行とは一線を画すべき重要な時
期にあったと理解すべきことのように思われる。すなわち，わが国が，かつて経験したことも
ないような時代を迎えたことで，あらゆるところで新たな問題が数多く発生するようになった
ということである。いうなれば，この時期に発生した数多くの問題は，全く初めてのことで
あったところがら，それらの解決が未解決のままの全くの手つかずのままの状態が今もなお，
続いていると認識すべきもののように思える。
　さて，ここまで高度経済成長の波の中で生じた「遊び型」非行のネーミングが，増加を続け
る少年非行の現状に抗すべき手段の一つとしての名称変更であったことにつき述べてきた。こ
れからも明らかなように，名称が変更されたからといって，その内容までが変更されたわけで
はない。少年期に特有のほんの軽い気持，でき心ともいうべき動機での万引きに代表される軽
微な非行がその中心をなしているのである。いうところの，少年期での一過性，一期性のもの
で，ハシカのようなものとの理解に通じるものである。むろん，このような説明が少年非行の
問題性を隠蔽する働きのあることを否定するものではないが，「遊び型」なる非行が，非行を軽
視させるとか，非行を増加させるとかの議論と結びつくとは思われない。何はともあれ，取締
り当局が名称を変更してまで臨んだ「初発型」非行への対策，効果が問題とされるべきものだ
ろう。思うに，当局が指摘するように，軽微な非行であれ，一歩悪の道へ足を踏み入れること
で，常習化したり，より深刻な非行へと深入りするようになる危険性を否定するものではな
く，むしろ，少年の健全な成長をサポートするとの視点に立脚すれば望ましいことである。し
かし，既に明らかになったように，名称の変更の意図が取締りを強化することの正当性（検挙
率の向上）にあったとみるべきだろう。こうみてくると，過去から現在に至るまで，少年非行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一40一
人間の福祉　第13号（2003）
を問題とする場合の核心部分が，突発的に出てくる凶悪事件への対応などではなく，その時
代，その時代を背景とする，「初発型」非行であることを警察当局も暗黙のうちに認めていたと
いうべきではなかろうか。筆者は，まさに終始一貫，少年非行の問題は，その本質が「初発
型」非行にあるとの立場を表明してきたan。その基本的視点は，少年期（かなりの年令の巾はあ
るが）は，人生の中でも最大の激動期にあるとの理解（共通の理解が得られているものと思わ
れる）に立脚し，少年が体験，体得した限られた短い人生の中で，社会的に逸脱した行動（非
行）をとり，社会的に不利とされる立場に立たされる危険性は大人の比ではない。その典型の
一つが少年非行に他ならない。したがって，少年に特有の時期に着目し，少年法が誕生したの
は歴史的必然であった。少年が成人と同じ扱いをされてはならないとされる最大の理由が，人
生経験にも乏しく，環境にも左右されやすい弱い立場にある存在と認識されたからに他なら
ず，少年問題，とりわけ少年非行を問題として取り上げる場合の基本的な視点でなければなら
ない。凶悪犯罪を犯した少年の例でいえば，凶悪性において大人顔負けであっても少年の実像
と行為の結果が必ずしも一致するものではないし，年少少年であれぽより一層このような見方
をしなければなるまい。本稿では，少年であるという特別の時期での反社会的行動，非社会的
行動といわれるものが少年期に特に起きやすいのはそれなりの理由があるわけでその，原因と
いわれているも．のは一義的に示せるというものではなくて，数多くのファクターの相乗効果に
よるものと理解すべきものと思われるが，以下，少年の生育環境の中で最初に経験する「家
庭」を要因とする問題点につき検討することにする。
3　少年非行と家庭の関係
　いうまでもなく，少年の生育の第1歩は，一部の例外を除けば，母親と父親という夫婦を基
礎とする家庭から始まることになる。したがって，この家庭環境がその子にとってのこの先の
生長発達がいい方向へも悪い方向へもといかようにも変化しうる重要な要素と位置づけられな
ければなるまい。夫婦関係が良好であれは，子どもが平穏のうちに生活できるいい環境下にあ
ると理解できるのは，多：方面からの研究成果をまつまでもない。また，親と子の関係でいえ
ば，親に求められている責務としての，しつけをはじめ広い意味で家庭教育がきちんと実施さ
れているかどうかはその子どもの将来と直接かかわる重大な問題である。この社会の最小単位
として位置づけられる「家庭」は，時代の変化と共に生活様式や価値観の多様化という変化の
波にさらされることで，夫婦のありよう，親子間のありようにも直接，間接に大きな変化を与
えてきたことは疑いない。当然のことながら，子どもにとって，最初の教育の場たる家庭が上
述のような変化を受けることで，良きにつけ悪しきにつけ直接影響を受けることになる。その
影響力がフ．ラスに働けばまだしも，マイナスに作用すれば，非行に限らず各種の弊害を発生さ
せることになるであろうことを推測するのに難くない。とりわけ，21世紀に突入した現代の現
状は，20世紀に積み残してきた課題にさえ未だ手が届いていない状況で，科学技術のみが異常
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に発達した現代の状況に振り回され右往左往させられているのが現代人の姿と認識せざるを得
ない。この状況は，現代の家庭の中にストレートに反映されることとなり，ここに重要な課題
を発生させた基本的な要因があると理解すべきなのである。
　以下，第2次世界大戦を敗戦で終結した後の日本における家庭の変化を素描し，少年非行の
核心部分，初発的非行と家庭の関係につき検討したい。
　第2次世界大戦後の家庭を語る場合，何をさしおいても，現行日本国憲法の制定と施行それ
に伴う民法第4・5編の改正に触れないわけには行くまい。いうまでもなく，大日本帝国憲法
下での天皇主権制イデオロギーを支える重要な柱の一つが，「家」制度にあったことは周知の
事実である。大日本帝国が，一つの家族であるとする「家族国家」構想の思想的背景は，天皇
が臣民の親であり，その正当性を主張するために不可欠の制度，「家」制度が必要とされなけれ
ばならなかった。すなわち，神格化された天皇が親としての権威を持ち続けられるためには，
臣民の個々の「家」の長に絶対的な権威を与えることがヒエラルヒーの頂点にある天皇の権威
づけのためには絶対視され，天皇の権威を国の隅々まで行きわたらせるには一番手取り早い方
策であったことは疑いの余地はないというべきだろう。しかしながら，強固にして不変とされ
ていた天皇制イデtロギーも敗戦を契機に脆くも崩れさり，国民は臣民から国民へと名称が変
わると同時に，主権者の立場へと価値の180度の転換を経験することになった。したがって，現
行憲法の下での新たな制度の発足が必要とされることになったがそのためには「家」制度の解
体は避けられないことであった。
　憲法第24条にいう，家族生活における個人の尊厳と両性の平等は，旧民法での「家1制度の
完全な否定を意味し，日本の歴史上はじめての個人主義を基調とする法制度を持つに至りここ
に新生日本の家族は大変革を経験することになったのである。しかしながら，強固に続いてき
た「家」制度の因習が早々に解消されるはずもなく，「家庭教育」，しつけという面でみれば，
父親の存在，威厳でもって対応できる期間が戦後しばらくの期間続くことになる。視点を変え
てみれば，旧弊からの脱皮ができない根強い封建制の名残りが日本全土を支配していたという
ことができる。個人の尊重を基礎とし，両性の本質的平等に基づく両性の合意のみが婚姻の成
立要件であることが認知され徹底されて行くようになるのは，昭和30年代後期（少年非行を量
的にみて第2のピーク期）の高度経済成長政策が展開されはじめてからの時期と理解すべきも
のと思われる。この時期は，戦後で最初に経験する激動期とでもいうべき時期で，政治的，経
済的，社会的なあらゆる領域で難題，課題が噴出しはじめた時代でもあったと位置づけること
ができる。このような時代背景が，家庭に影響を与えないわけはなく，良くも悪くも，この時
期に端を発し，多くの課題を抱えることになった。この当時の「家庭」が非行との関りからみ
て，昭和60年前後期（少年非行を量的面からみて第3のピーク期にあたる）までのおおよそ20
年間にわたって続く社会変動が家庭に与えた影響につきその核心部分につき概述しておきた
い。なぜなら，この時期に生じた数多くの問題や課題が，現在にまでそのままの形や形を変え
て先送りされてきていると理解すべきであるからに他ならない。
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　昭和30年代後期にはじまる，高度経済成長は家庭のあらゆる生活の場に大きな変化をもたら
すことになった。その最たる例が，新三種の神器として普及しはじめた，3C時代の到来であ
ろう。カラーテレビ，クーラー，カーの英語の頭文字に代表されるそれまでは高嶺の花とされ
ていた品々が庶民の手の届くところに来たことを意味するが，この意味は大きい暁電気製品
の普及は，主婦の家事労働の時間短縮を生み，余暇時間の増大へとつながつた。また，この時
期は経済の成長に伴う，人口の都市集中化がはじまることから家庭，家族のあり方に重要な変
化をもたらしはじめることになる。すなわち，都市生活者の家庭は，地方から流入した多くの
人々が新たな家庭を作ることとなり，多くの家庭が，夫婦と子を基礎とする，いわゆる核家族
化した家庭が一般化することになった。それに伴なって家族の構成員の減少，親子間でみれ
ば，少子化という現象が急速にはじまることとなったq9｝。
　このような家庭そのものに変化を与えた，当時の社会的状況を概観すれぽ，「消費は美徳」と
する使い捨てを奨励ないし助長する風潮が定着することで，「物を大切にしない」，もしくは物
を大切にしなくてもいいという気風が社会全般に広まりをみせるようになったことを指摘して
おかないわけには行かない。それと相まって，経済的に豊かになることで，社会風潮として享
楽的傾向が強まった時期といえる。国民の意識は，経済的に総中流意識を持っており，昭和42
年版『国民生活白書』では，国民の9割がそう意識している⑳．しかしながら，豊かさの実態
は，当時に出てきた「エコノミックアニマル」という語からも理解できるように，会社人間と
しての，「家庭」を犠牲にしてでも豊かさを追求するサラリーマン父親の涙ぐましい姿が浮び
上ってくる。ここからは，親子の親密な関係（特に父親）は生まれず，親子間の断絶という
　「家庭崩壊」にもつながる危機的状況が一般化したということができる。その一方で，経済的
豊かさを追求するためには，高度の教育を身につける必要性が叫けばれ，新たな社会問題とし
て，「受験戦争」という教育の場における競争主義がはじまることになった。これを支えたの
が，電化製品をはじめとする文明の利器による余暇の増えた主婦であったのも当然であろう。
　「教育ママ」なる用語は，このような時代背景の下に出た言葉として意義深いものがある。教
育ママは，教育の実権を帰宅の遅い「家庭」をかえりみようともしない父親に代わって手にす
ることになる。子どもの教育の実権を手にした母親は，高度の教育を身につけさせるために
は，たっぷりの金をかけ，たっぷりと稼ぎ返すことが良策であるとする「教育投資論」の考え
方の下に走り出すのがこの時期で，そのためには，子どもは少ない方がいいとの考え方が支配
的となり，それだけに少子化に拍車がかかったといってもよい⑳。
　このような時代状況は，豊かさの実態とは裏腹に，豊かさを追求するために主婦が働きに出
る（産業の成長に伴う経済界の要請でもあるとの側面を見落すべきではないが）ことで家計を
支える，家計のたしにすることで豊かさを追求するという涙ぐましい努力がなされていたこと
を忘れてはならない。たとえば，60年代に多量に発生したサラリーマン家庭は，夫は会社で働
き妻が家事・育児を担うという，性役割分業が完成するが（これが教育ママ誕生の背景である
ことは先に述べたとおり），その一方で，労働力不足対策と便利な景気調節弁として，企業は主
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婦を職に引っぱり出し，主婦が外で働く数量は増え続けることになるen。このような，一見経
済発展の続く中での豊かさの内容は，無理があるいびつなものであったと理解しておくべきで
あろう。
　この時期に増え続ける非行（第2，第3のピークを示す）は，日本がこれまでに経験したこ
とのない大激変期で生じた多くの矛盾や多様化した価値，また，それらの変化の中で生じた現
象である。これからの非行を考えて行く上での重要な課題を提示した画期的時期ととらえるべ
きものと思われる。
　初発型非行で指摘しておいたように，非行の量的増減は多分に初発型非行の増減と深く関
わっている。この時期において，社会風潮としての使い捨てを何とも思わない生活環境（今も
同じ状態と理解すべきと思われる）の下で，万引きをゲーム化したり，放置されている自転車
を乗り逃げする等の行為は，少年自身はもとより大人の方にも大したことではないとする風潮
を蔓延させてきたことは疑いない。このような，社会に広がった規範意識の低下，喪失ともい
える状況は，抵抗力の十分に備わっていない少年には，少年期にありがちな旺盛な好奇心と冒
険心とで非行の道に足を踏み入れることにもなるのである。ここに，年少々年，特に中学生を
中心とした非行が少年問題の重要な課題として大きく取り上げられなければならない大きな理
由があるOP。当時の「遊び型」非行から「初発型」非行へとのネーミングの変更の流れの中で，
上述との関連で，「非行の一般化」現象といわれ論議された点についても触れておく必要があ
りそうである。
　経済の発展による豊かな社会の登場で，経済的には何の不自由もない，両親も揃ったごく普
通の家庭（全国的に中流意識が支配している）の子女の非行，すなわち，従来から展開されて
きた古典的非行原因とでもいえる「貧困」家庭の子女による非行ではなく，普通の家庭から多
くの非行者が出ているとする理解が当時支配的であった。しかし，初発型非行の広がりをみ
て，「非行の一般化」の定義を，家庭の経済的基盤からみるのではなく，非行がもっている反社
会性，違法性の程度から判断し，反社会性ないし違法性の程度の低い，一過性，軽微な非行が
増加する傾向を指すというように定義を変更するような動きもみられたan。初発型非行の広が
りがもたらした論考の一つとして興味深い。このような時代の流れの中から，散発的に当時特
有の非行現象が発生するがその一つが「校内暴力」の多発であり，また「家庭内暴力」の増加
であったのは記憶に新しいというべきである㈱。「校内暴力」の多発は，受験競争の激化と教育
現場における「体罰」を柱とする管理強化ないし子どもの人権への配慮を欠いた教育行政への
反動と捉えることができ，「家庭内暴力」の増加は，やはり子どもの人権への配慮を欠いた親の
身勝手さが招いた不幸と捉えられないわけではない。いずれにせよ，この時代は，社会的な激
変期であり，その影響が「家庭」の中に色濃く反映された時期と位置づけられるべきで，その
暗い影は現代にもそのまま反映してきていると理解すべきもののように思われる。以下では，
現代の社会状況が家庭に与えている影響と課題を整理しておきたい。
　先述した時期と現在の時期との社会状況を比較して，その決定的な違いは，いうまでもな
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く，バブルが崩壊した後の長びく不況の渦中に現在があるということにつきる魁　この不況の
影響で働き盛りの40～50歳代の自殺老が2000年では，自殺者全体の40．9％を占めたとの報告が
あるen。一方，現代における「離婚」の趨勢は，’85年で16万6，640件であったものが，’98年では
24万3，！83件と約46％もの上昇がみられる⑳。これらの状況は，いずれも，現代の家庭のあり方
そのものに直接影響する要素で，少年非行との関わりの中でも重要視されなければならないこ
とである。これらのことは，子どもの側からみれば，経済的不自由さ，いわゆる貧困家庭での
生活を強いられることを意味することになる。欠損家庭が貧困家庭と同義に論じられるわけで
はないにせよ，一般論としていえることは，母親のみの場合，今日でも貧困な経済生活の家庭
が圧倒的多数を占めるというべきである。ここに，貧困と犯罪（非行）の関係に改めて言及し
ておかなければならない理由があることになる。既に，これまでに貧困と犯罪（非行）に関す
る研究は数多く出されており，犯罪（非行）原因論の古典的な一つであることはほぼ共通した
理解が得られているものと思われるBO「。
　その一方で，現代の家庭は，核家族化の定着に伴い，少子化は止まることをしらないところ
にまで達しているtlD。少子化を少年非行との関係でとらえれば，直接的要因（欠損・貧困家庭
にも当然にいえることだが）があるわけでは無論ない。ここで考察しておかなければならない
ことは，従来は親と子との縦の関係と同時に，兄弟姉妹という横の関係があるのが普通で，そ
の横の関係が希薄化することで縦の関係がより強固なものになっているということである。こ
のことから想定されることは，親の子ども支配（所有物化），過干渉，過保護等が生じること
で，子ども自立心を阻害し，子どもの健全な成長が期待されなくなるという，本来約束されて
いなければならない親から授けられるべき子どもの成長発達権の確保さえ困難な状況にあると
いうことである。また，兄弟姉妹の関係の喪失は，社会規範の学びの第1ステージの喪失を意
味することにもなろう。子ども社会では，素朴なケンカや，乱暴な行動が子どもの社会性の発
達を促す契機となっているのは疑いないところであろうtlm。少子化現象は，子どもの健全な成
長のトレーニングの場を奪うことで，現代の子どもに多大なハンディキャップを課すことに
なったと理解しておかなければなるまい。
　現代の家庭状況を上述のように理解して，現代の非行を克服するためには家庭（家族関係）
はどうあるべきかについての，基本的な視点ともいうべきことにつき検討しておきたい。
4　少年非行克服のための家庭での課題
　　一結びにかえて一
　ここ数年の経済的不況の波は，一朝一夕に解決できるような状況ではない。経済的苦しさ
（貧困），将来に対する不安等，現代の国民の多くが抱えている不安は，家庭生活の中に直接反
映されることになる。貧困と犯罪（非行）の研究も，今や貧困を解消するため（ほしい物を手
に入れる手段としての）ではなく，貧困を要因とする家庭の不和，葛藤と結びつくことで，犯
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罪（非行）と結びつくとする理解は既に共通したものがあるといえる。少子化の定着化傾向も
経済的不安，将来に対する深刻な不安の動向を反映した趨勢といえなくもない。いずれにせ
よ，現代の少年非行は，第4のピークの渦中にあると理解できそうである。少年非行の概要で
指摘したように，少年非行の本質部分は，価値観の時代における変化で，その内容等が左右さ
れることはあるものの，軽微で一過性の非行，いわゆる「初発型」を中核とするものであると
の認識を示しておいた。したがって，現代の少年非行は，世上で大騒ぎして，社会不安を駆り
立てるほど危険視すべきではないものの，かといって放置しておいていいといえるものでも無
論ない。思うに，少年非行現象を家庭生活における親子の関係に絞り込んで考察する時，望ま
しい親子関係はどういうものを指すのか，それが崩れているとすれぽ，その要因は何か等が検
討されなければなるまい。ここでは，以下の点についてのみ検討しておきたい。すなわち，家
庭における教育，しつけの観点からである。
　いうまでもなく，子どもが出生後はじめて接するは母親であり，父親である。自立するまで
の長い期間の第1段階が父母によるしつけという教育である。しつけの不備，甘さは子どもの
健全な成長にとっては決定的な負の要因となることはいうまでもない。昨今，「しつけ」と「虐
待」とをめぐる論調がクローズアップされてきている。少年非行との関連でいえば，虐待を受
けて育った少年ほど非行少年になりやすいとの指摘である。しかも，虐待をおこなっている親
の意識は，「厳しくしつけている」とみなして，加害者としての自覚がないことである㈹。幼小
時に受けた虐待が，成長後もトラウマとなって各種の弊害を生じさせるようなことになること
についてはこれまでにも知られていたことではあるが，それが非行との結びつきで研究されは
じめたのはそう古いことではなさそうである。最近の研究として，少年院に在院している少年
につき，被害（暴行，虐待）経験の有無を調査することで，非行少年とそれらの結びつきが深
い関係にあることを指摘した論文もみられるl14。しつけと虐待のはき違えば，現代的特徴とは
いえぬまでも表面化しにくかった虐待がこと今になって表面化してきたということは「虐待」
が新たな現代の課題として問題解決の方策が問われることになったということは間違いなかろ
うBS。ストレス社会である現代日本の状況は，虐待を発生させる場としての家庭が数多く存在
していることを暗示している。家庭内での虐待は，外部からではうかがい知れない例外的な行
為であるにせよ，現に発生している事実は，事実とし把握しておく必要がある。現代日本の家
庭の抱えている問題状況は，大なり小なりどの家庭でも同じと理解すべきなのではないか。そ
の一方で，現代の親子関係は良好であるとの楽観視できそうな調査報告もみられるlle。しかし，
そこからはややもすれば，べったりの親子関係（少子化の結果）が，子どもの社会化の手かせ
足かせとなっているのではないか，現代の個人主義に名を借りた利己主義の横行は那辺にある
のではとも思える。こうみてくると，現代の家庭が抱えている問題の所在は，その多くが外的
要因を受けた結果とみることができる。今日の日本の家庭内での父親や母親像は，このような
外的環境の影響をまともに受け，オロオロしながら，軸の定まらない不安な日々との戦いに明
けくれる生活の渦中にあると思えるのである。今，何よりも求められているのは，子どもの自
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立に先立って，親自身の自立，自律こそが求められているというべきなのではなかろうか。
注（1）少年法の改正論議は，施行後何度かの盛り上りがあったが，その間の経緯については，団藤重光ほ
　　か（2000年）「『改正』少年法を批判する」日本評論社247頁以下にくわしい。
　（2）平成14年版『青少年白書』65頁参照。
　（3）筆者は，先に量的推移につき，平成7年を境に量的に第4のピークへ向うことを予測していた。「最：
　　近の少年非行についての一考察」立正大学短期大学部紀要第41号（平成11年3月）169頁参照
　④　暗数の顕在化は，取締側の強化により左右されるし，その強化策も社会風潮等マス・メディアの取
　　り上げ出しだいで大きく変化しうるものである。拙稿「現代型少年非行の現状と課題」（1）立正大学短
　　期大学部紀要第30号（平成4年6月）37頁参照。
　（5）包括罪種とは，刑法犯を凶悪犯（殺人，強盗，放火及び強姦），粗暴犯（凶器準備集合罪，暴行，傷
　　害，脅迫及び恐喝），窃盗犯及び他の刑法犯（詐欺，横領，賭博等前記に掲げるもの以外の刑法犯）の
　　4種に分類したもの。平成14年版r青少年白書』66～7頁参照。
　（6＞平成3年版r警察白書』167頁参照。
　（7）平成9年版r青少年白書』129頁参照。
　（8）前掲拙稿（平成11年3月）「最近の少年非行についての一考察」（1）183頁参照。
　（9）凶悪犯罪へのi憂慮の表明として，名古屋での5000万円の恐喝事件，豊川の主婦殺害事件，佐賀の「バ
　　スジャック」事件，埼玉や茨城での複数の少年によるリンチ事件，岡山の高校生による母親撲殺事
　　件，大分の高校生による近所の6人を殺傷した事件等を掲げ，危機感を煽る野老として，前田雅英氏
　　の名を挙げておきたい。前田雅英（2000年）r少年犯罪』東京大学出版会1頁以下参照。
　⑩　現代マス・メディアのコマーシャルズム中心の報道のあり方を批判するものとして；拙稿CO1年
　　　2月）「少年非行と報道の自由」人間の福祉第9号83頁以下参照。
　（11）柏熊路子C79年）「遊び型非行」r〔新版〕日本の少年非行』大成出版184頁参照。
　⑫　山口幸男Cgl年）r司法福祉論』ミネルヴァ書房82～3頁参照。前掲『青少年白書』は，初発型につ
　　いて，単純な動機から安易に行われることが多いと考えられるが，これらは，粗暴犯や薬物乱用等の
　　本格的な非行の入口ともなり，ゆるがにできないとしているのは名称変更後の一貫した政府方針と理
　　解すべきである。
　⑬　大谷口近「初期非行対策」警察学論集，昭和57年8月号160～163頁参照。
　（14）大谷好近「同論文」167頁。
　⑮　昭和43年には，シンナー遊びによる死者が多数でたことが指摘されている。前田雅英『前掲書』85
　　頁。
　（16）矢島正見rr遊び型』非行の概念的考察」犯罪社会学研究第5号C80年）216頁参照。
　（1の　拙稿「現代型少年非行の現状と課題」（1）立正大学短期大学部紀要第30号（平成4年6月）46～49頁参
　　　照。同「最近の少年非行についての一考察」同紀要第41号（平成11年3月）180～181頁参照。
　㈱　新三種の神器を，カー，カラーTV，電気冷蔵庫と捉える見方も支配的だが，3Cといえば，カー，
　　　カラーTV，クーラーと理解する方がなじみやすいと思われる。
　⑲　人口の都市集中化だけでなく，前から潜在していた夫婦家族性イデオロギーの顕在化も，核家族家
　　　庭を増加させる要因となったことも指摘できよう。この点に関し，山口透C84年）『少年非行学』有
　　　信堂83頁参照、。
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⑳　久武綾子他著C97年）『家族データブック』有斐閣86頁参照。
⑳　佐田智子C80年2月）「家庭機能の崩壊と女親の立場」法学セミナー増刊／教育と法と子どもたち，
　99頁参照。因に，少子化の動向は，’69年に合計特殊出生率（1人の女性が生涯に産む平均の子ども
　数）は，人口を維持するのに必要とされる2を割って，1．95を記録し，以後低下を続け，’01年には
　1．33にまでになっている。古橋エツ子「子育て・介護の社会化とジェンダー」法律時報’02年8月号
　52頁及び朝日新聞「02年8月5日付記事による。
⑳　久武綾子旧著『前掲書』153頁参照。
⑳　拙稿「現代少年非行の特質と背景」（1）立正大学短期大学部紀要第26号（平成2年2月）30～32頁参
　照、。
⑳　兼頭吉市C79年）「非行の一般化傾向」『日本の少年非行』大成出版社，144～145頁参照。
㈱　’80年には，大学浪人中の息子（20才）が両親を撲殺するという痛ましい事件が発生している。前田
　雅英『前掲書』100頁参照、。
㈱　総務省が発表した，2000年平均の完全失業率は，最悪の4．7％，失業者数にして320万とのことであ
　る。’01年版r子ども白書』草土文化，164頁参照。なお，’02年9月27日の総務省の発表によれば，
　’02年8月の完全失業率（季節調整値）は5．4％で5月から横ばいが続いているということで，最悪が
　続行中である。朝日新聞9月27日付夕刊。
⑫D　高橋三友「わが国の自殺の実態について」こころの科学’02年3月号2頁参照。2000年6月7日付の
　　「中日新聞」では，親を自殺でなくした三児の総数は，全国で12万人以上にもなるともいわれてい
　る。前掲『子ども白書』165頁参照。
⑱　湯沢雍彦C87年）r図説現代日本の家族問題』日本放送出版協会169頁参照。
㈱　’02年版『デイリー六法』三省堂136頁参照。
⑳　筆者は，過去数回にわたり，この関係につき考究した経緯を持つが，欠損家庭が即貧困と結びつく
　とか，貧困が即非行と結びつくとの結論は，早計ではあるが重要な要囚の一つであることを指摘でき
　る旨の論述をしておいた。拙稿「現代少年非行の課題」立正大学短期大学部紀要第14号（’84年3月）
　109～111頁。同「現代少年非行の特質と背景」（1）C90年3月）28～30頁。同「現代少年非行の特質と
　背景」（2）C91年3月）26～27頁など参照。
（3D　小泉首相が，坂口厚生労働相に少子化に歯止めかけるための対策を指示したことを受け，朝日新聞
　’02年9月10日（火），ユ1日（水）の2日にわたり，「どうなる少子化対策」と題する特集記事を掲載
　し，少子化が深刻な状況にあることを報じている。
（3D　屋久孝夫「学校内暴力」現代のエスプリ昭和57年7月号38頁参照。
㈱　日本弁護士連合会編CO2年）r検証少年犯罪』日本評論社142頁参照。
（311松田美智子CO2年3月）「少年院在院者の被害経験」被害者学研出席12号31～40頁参照。
（3S　朝日新聞は，’02年9月25日から27日の3日にわたり，虐待の特集を組んでいるが，26日の記事で，
　虐待を続けていた母親が，親に殴られて育ったことに触れている。実は，暴力的性向は，幼少時の暴
　力被害体験がその後の暴力的性向を作り上げるということでそのことが極めて重要である。
（36）加藤寛監修COl年）rライフデザイン白書』ライフデザイン研究所30頁参照。
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